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JIP's Direct 「FOCUS」： 取引所の事業戦略について～投資家・行政・取引参加者の期待と目指すべき姿

第1章JPXの事業戦略と最近の取組み
第2章主な海外取引所の事業戦略と動向
第3章行政、投資家、企業、それぞれの期待と課題
第4章取引所進化の可能性

※東京商工リサーチ調査資料より（2022年3月以
前の東証1部はプライム、東証2部ジャスダックはは
スタンダードに算入）

JPX中計2027の概要

日本株市場の
新時代

総合プラット
フォーム化

上場会社の自律的な価値向上の促進

投資しやすい環境の醸成

エクイティ・オプション市場の振興

アジアにおける機軸マーケットとしての
進化

金利関連商品・サービスの
強化・拡大

エネルギー関連商品の振興

デジタルイノベー
ション共創

データサービスの次世代化

AI等の先端技術の積極的な導入

業界全体の課題解決に向けた貢献
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JPXの営業収益構造（2025年度）

株式
ETF、REIT等
エクイティ・デリバテ
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